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①第三者評価機関名

②施設・事業所情報

名称：

代表者氏名： 50  (51 ) 名

所在地：

TEL：

　職員数 常勤職員： 13 名 6 名

　専門職員 保育士 18 名 0 名

看護師 1 名 3 名

用務員 0 名

　施設・設備
　の概要

居室数： 設備等：

③理念・基本方針

第三者評価結果報告書

株式会社　学研データサービス

おひさま広場

【施設・事業所の概要】

たまプラーザこどもの詩保育園 認可保育園種別：

　経営法人・設置主体（法人名等）：

　開設年月日

ホームページ：

225-0003

http://hoikunokai.net/tamapl
aza

園長 峰　明美

神奈川県横浜市青葉区新石川2丁目1−15 たまプラーザテラスリンクプラザ4F

社会福祉法人　歩育の会

2013年4月1日

045-910-5686

定員（利用人数）：

栄養士

調理員

非常勤職員：

保育室３室、調理室、
面談室、事務室、調乳室、
シャワー室

理念　子どもひとりひとりの最善の幸せを願う

保育方針　保護者と共感し合える保育
　　　　　人間形成と食育
　　　　　自然との関わりを大切にしたい保育

保育目標　健康で生き生きとした子どもを育てる
　　　　　衛星と安全保育に気をつけて、家庭的な雰囲気の中で情緒ある協調性のある子どもに
　　　　　育てる
　　　　　ひとりひとり個人差を考慮しながら離乳、歩行、言葉の発達、運動機能等、基本的な
　　　　　習慣を身につける
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④施設・事業所の特徴的な取組

⑤第三者評価の受審状況

1 回 （ 2016 年度）

⑥総評

　園は、ワンフロアの造りで、クラス間での連携を図りやすい環境となっています。職員は、声をかけ合って
協力し合い、子どもたちがありのままの自分を表現できるよう、家庭的な雰囲気を作り出しています。また、
異年齢でいっしょの活動も日常的に取り入れて、子どもたちが大きな家の中で、きょうだいのように互いに育
ち合える環境も作られています。園長は、子ども一人ひとりの思いに寄り添いながら、保育にあたることを折
りに触れて職員に伝えています。保育士や看護師、調理職員、事務職員など職種間での連携を図りながら、互
いの気づきを伝え合い、子ども一人ひとりの状況を共有して、職員全体ですべての子どもを見守る保育を実践
しています。

◆家庭的な雰囲気の中で、職員全体ですべての子どもを見守っています

（契約日）～

2023年2月14日 （評価結果確定日）

　評価実施期間 2022年6月28日

　受審回数（前回の受審時期）

◇特長や今後期待される点

◆振り返りを生かしながら、園の目ざす保育の実現に向けて取り組んでいます
　園では、年に3回、職員個々の自己評価を実施して、自らの保育実践を振り返り、一人ひとりの目標を立て
て、意欲向上につなげています。月に一度、実施している乳児会議や幼児会議、職員会議では、各クラスの保
育実践に対する振り返りを報告し合い、園が目ざす保育の方向性について共通理解を深めています。また、よ
り良い保育内容や環境設定、保護者対応などについて、職員間で意見交換を行いながら互いに学び合えるよう
にしています。こうした取り組みを通して、職員個々のスキルアップと組織力の向上につなげており、子ども
たちがさまざまな活動を通して、主体性をはぐくみながら成長できるよう、職員間で連携を図って保育を実践
しています。

　園は、東急田園都市線「たまプラーザ」駅に直結の商業施設内にあり、定員は50名となっていま
す。
　園を運営する法人では、当園を含め4園の保育所を運営しており、当園は、系列園の3園目とし
て、2013年4月1日に開設しています。
　天気の良い日には、近隣の公園に散歩に出かけたり、パティオ（中庭）でボール遊びを楽しんだり
しているほか、月に一度、「歩こう大会」を行って、少し遠い公園に出かけるなど、体を動かす活動
を多く取り入れ、子どもたちが楽しみながら、基礎体力を身につけられるようにしています。
　園では全クラスで、「リトミック」を行って、子どもの身体的、感覚的、知的好奇心を刺激し、創
造力と表現力がはぐくまれるようにしています。3～5歳児クラスでは、跳び箱やマット運動などを
行う「リトル体操」のほか、「英語あそび」など、専門講師による活動を取り入れています。また、
5歳児クラスでは、外部講師の指導のもと「科学タイム」の活動もあり、スライムやシャボン玉の液
を作るなど、子どもたちがさまざまな経験を通して成長できるようにしています。
　食育活動では、野菜の皮むきや味噌づくりなどのクッキングを行っているほか、さんまの生態につ
いて話を聞くなど、子どもたちが食に関する興味、関心を持てるようにしています。
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⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント

⑧第三者評価結果

　　別紙２のとおり

　この度の第三者評価を受けるにあたり、保育園運営にかかわる様々な点や組織においての振り返り
をするよい機会となりました。評価をいただいた内容を受け止め、子どもたちがより良い保育園生活
を送れるよう、保護者の方に安心して利用していただけるよう努力していきたいと思います。


